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概念ネットワークを用いた知的ファイリングシステム
IntelligentFi】ingSYStemWithaKnowledgeBaseofConceptNetwork

情報の量と戦略的価値が増大するに伴い,その情報を適切に分類･整理･蓄

積し,分析･選択･利用するための支援システムが求められている｡これにこ

たえるため,関連分野の知識を計算機内に記憶させて,文書の登録と検索を容

易にする将来的な文書ファイリング方式を開発した｡

本方式は｢概念関係モデル+と呼ぶ新しい知識表現形式を基本に,断片的な

情報を逐次体系化して｢概念ネットワーク+と呼ぶ知識ベースに記憶させると

同時に,この知識を用いておぼろげな記憶からでも推論処理により文書の検索

を可能とするものである｡大形計算機と光ディスクファイル装置を用いて,本

方式に基づく知的ファイリングモデルシステムを実際に構築し,実験的に方式

の有効性を確認した｡

n 緒 言

広い意味で,文書は最も重要な情報媒体の一つであり,大

量な文書を適切に分類･整理し,いつでもすぐに取r)出せる

ことが重要である｡この要求にこたえるため,光ディスクを

用いた電子的な文書ファイリングシステムが開発されてきて

いるが,エンドユーザーにとって更に使いやすいものにする

必要がある｡本論文では,｢ファイリング+の意味を改めて考

察し,真のニーズにこたえるための高度なファイリング方式

の理念を抽出すると同時に,それを実現するための知識ベース

を導入したファイリングシステムについて述べる｡

電子的なファイリングシステムは,情報を計算機の中に蓄

えて,端末から欲しい情報を取り出すという意味で,従来の

情報検索システムやデータベ】スシステムと共通点があり,

従来の技術や手法が利用できる点が多い｡しかし,一方で幾

つかの基本的な点で異なっており,新しい技術が求められて

いる｡その一つは,一般のオフィスでのエンドユーザーは計

算機システムの非専門家であI),そのユーザー自身が情報を

入力しなければならないことである｡第二には,通常のデー

タベースと違って,均一な情報ではなく広い範囲の多種多様

な情報を記憶･管理する必要がある｡更に第三には,ファイ

リングでは特に情報の受け手の価値感や,新しく入手した情

報の位置づけが重要であることである｡

本論文では,特にこれらの新しい課題に着目して,知識処

理の考え方を導入するとともに,人間の記憶の特性を考慮し

たファイリングシステムを紹介する｡本システムによれば,

ユーザーは広い範囲から集めた断片的な情報を逐次体系化し

て,独自に知識ベースとしてファイリングシステム内に格納

することができ,更にこの知識を利用しておぼろげな記憶か

らでも,それに関する文書を光ディスクファイルから検索す
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ることが可能になる｡また,複数件から成る検索結果に対し

ては,文書の各ページをディスプレイ画面上で実際の紙の感

覚で高速にめくることが可能である｡

8 高度ファイリングの理念

2.1ファイリングの意味の考察

単語の意味は,辞書で調べることにより通常意識しない本

質的な意味に到達できることがある｡ある辞書によると,単

語"file''の項目は次のように記されている1)｡

file二(1)toputorkeep,paperOrCardsforexample,in

usefulorder;(2)areceptaclethatkeepsloose objects or

Smallobjectsinusefulorder.

すなわち,ファイリングとは｢そのままにしておくと,ばら

ばらになってしまうようなものをいつでもすぐに利用できる

状態+にすることである｡一般に情報は断片的にランダムに

到来するが,これらを相互に関連づけてしまうことによって,

知識体系を構築することがファイリングの究極の目標である｡

知識は体系化することによって初めて｢知的+な検索が可能

となる｡したがって,ファイリングシステムでは断片的な情

報を計算機内に逐次体系化していくための機能が重要である｡

ファイリングとは,このように知識を体系化すると同時に,

この知識と文書本体とを関係づけることであると考えること

ができる｡

2.2 情報の種類の考察

ファイリングシステムが扱うべき情報を分類し,将来的な

システムの課題を明らかにする｡従来,情報検索の分野で,

情報は一次情報(原文情報)と二次情報(書誌情報)とに分類さ

れている｡しかし,ここでは以下の6種類に分類し,課題を
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明確にする｡

(1)第1種(原文情報)

加工されていない生の情報であり,情報欠落を最小にする

ことが重要である｡カラー情報や写真などの混在したマルチ

メディア文書のファイリングが求められる｡

(2)第2種(出典情報)

表題,著者名,掲載誌名などの書誌的事項と引用関係情報

である｡パターン認識を用いて文書から直接これらの情報を

抽出して読み取る自動ファイリング機能2)･3)が将来的に求めら

れる｡

(3)第3種(抄録情報)

内容に関する記述である｡自動インデキシングや自動抄録

が求められている4)｡

(4)第4種(評価情報)

情報の受け手が理解した内容,価値判断,他の情報との関

係などである｡従来のシステムで扱われていない情報であり,

ファイリングで最も重要な情報である｡

(5)第5種(分野知識)

専門知識を含む対象世界に関する体系化された知識である｡

原文情報から抽出される知識でもあり,また評価情報を得る

ための判断規準や分類定義などのメタ知識も含む｡この種の

知識を援用することにより,推論処理を用いた知的な検索が

実現できる｡将来的には原文情報からの知識獲得の技術も求

められよう｡

(6)第6種(一般知識)

ファイリングされる文書の世界に限定されない一般的な知

識である｡

従来,紙の世界のファイリングでは第1種情報だけを物理

的に扱っている一方,文献情報検索システムは第2種,第3

種の情報だけを扱っている｡これに対し,近年製品化されて

いる光ディスク装置を用いた電子ファイリングシステムは,

第1種から第3種までの情報を扱っている｡

したがって,真のニーズにこたえるためには,これらの情

報に加えて第4種から第5種の情報(知識)を扱う機能がファ

イリングシステムにとって重要であることが分かる｡

田 知識ベースを用いた知的ファイリング

3.1知的ファイリングのシステムイメージ

これまでの議論で得られた理念に基づく新しいファイリン

グシステムは,図1に示すように知識ベースを持つことが特

徴である｡

従来のファイリングでは,文書のファイル体系や分類法を

ユーザーの頭脳に頼っていることが多い｡そのため詳細な分

類体系を作ることが難しく,文書を登鐘する際にどこに分類

し,何をキーワードにすべきかを判断することが実際上難し

し､｡また,検索に際してはキーワードなどを具体的に思い出

せないと探し出すことが難しいため,粗〈分類してしまう傾

向があり,結果的に検索精度が落ちてしまうという問題点が

ある｡

ここで提案する知的ファイリング方式は,文書が扱う関連

分野の知識や文書ファイル体系などの情報を知識ベースに格
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従来は,どのように分類すべきか,分頬Lたか,を覚えておく必要が

あったが,記憶が不完全でも推論により検索することが可能になる｡

納して用いることにより,これら問題点の解決を図るもので

ある｡具体的には,知識による支援によって文書の登録を容

易にすると同時に,ユーザーの断片的あるいは抽象的な要求

からでも,推論処理を用いて該当文書を検索することが可能

となることを示す｡

3.2 人間の記憶の特性に合った検索方法

知識ベースの設計と知識の利用法の決定に当たって人間の

記憶の特性を考慮することによ-),ユーザーにとって使いや

すいシステムを構築することができる｡次に,主な特性とそ

こから導かれる設計方針について述べる｡

(1)記憶の抽象化

事物の具体的な名前,(例えば固有名詞)は忘れやすいが,そ

の物のクラス,すなわち,それは何であるかは覚えているこ

とが多い｡すなわち,包摂自勺又は構成的な上位の概念で覚え

ている｡したがって,これら上位概念(抽象的概念)からの検

索を次のように実行することを考える｡

(a)包摂自勺上位概念の例:｢S-810に関する記事+を｢スー

パーコンピュータに関する記事+という検索要求から推論

検索する｡

(b)構成的上位概念の例:｢国分寺にある研究所+を｢東京

都にある研究所+から推論検索する｡

(2)関係の記憶

事物の名前は忘れても,それらの間の関係は覚えているこ

とが多い｡｢B研究所が開発したオペレーティングシステムU



が主題である記事A+があったとき,｢～が開発した～+や｢～

が主題である～+は忘れにくい情報である｡したがって,従

来のように単なるキーワードの集合だけでなく,それらの間

の意味的な関係をも用いた検索機能を実現する｡上記の例で

いうと,名称B,Uを忘れても,｢研究所が開発したオペレー

ティングシステムが主題である記事+という検索要求から,

記事Aを検索することを実現する｡

(3)再刺激による想起

覚えていることを陽に思い出すことは難しいが,過去に触

れた情報に再度接触することにより関連性を判断することは

容易である5)｡したがって,システム側から積極的に知識ベー

スの中の情報を表示することが重要である｡この特性を十分

に生かすため,本システムではユーザーが知識ベースの中を

歩き回る感覚で関連する概念を探し出すことを重視し,その

ためのブラウジング(Browsing)機能削)を提供する｡

これらのほかに,記憶の不完全性に対して通常行われてい

る部分文字列からの検索機能とともに,同義語や同形異義語

に対する処理機能をも与える｡

3.3 概念ネットワークによる知識の表現

ファイリングで用いる知識ベースは,ユーザーの理解しや

すさと使いやすさが重要である｡また,ユーザーは事物や事

象といった概念と,それらの間の関係を中心に記憶している

と考えられている6)｡したがって,｢概念+と｢関係+に特に
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着目して単純化したオブジェクト指向7)の知識表現方式に,デ

ータベースの分野での実体関係モデル8)の考え方を導入した
｢概念関係モデル+と呼ぶ新しい知識表現方式を提案する｡

概念関係モデルで記述される知識体系は,意味ネットワー

ク9)に似た概念ネットワークと呼ぶ図式で表すことができる

(図2)｡同図式で長円は｢概念+を,矢印は｢関係+を表す｡

UNIVERSALは｢全体+を表す概念である｡

概念ネットワーク上のすべての｢概念+は,このUNIVERSAL

を頂点(根)とする階層的分類木によって分類されている｡こ

の分類木をここでは概念木と呼ぶ｡図2で,上方に向かう矢

印は,この概念木を構成する包摂関係を表す｡人工知能の分

野ではIs-Aリンクと呼ばれる｡各概念は,抽象的なものをも

含む任意の事物あるいはその集合を代表する｡一つの特徴は,

数値的な情報を含めた属性情報もここでは一つの概念として

等しく扱うことである｡

概念木を構成する包摂関係を縦糸とすると,概念ネットワ

ークには横糸を構成するその他の多種の｢関係+が存在する｡

これらは,例えば｢-を開発した～+,｢一に含まれる～+,｢～

にある～+のように二つの概念間に定義される｢関係+であ

り,各々の概念の属性を定義する｡これらの｢関係+には,

一般的な概念の枠組みを定義する一般関係(Generic

Relationship)と,その具体例としての具体関係(Instance

Relation)がある｡

オペレーティング
システム

uNIX※2)

OS

電子計算機

ワーク

ステーション

開発

､開発ヽ
_

､-------一叫__‖____-一一ノーーー

主題

OS/ノ

ノ

図2 概念ネットワーク 概念をノード,関係をリンクとするネットワークで知識を表現する｡

注‥○概念
○検索条件となる概念

推論処理により検索
された概念

一一包摂関係

⇔一般関係

一…-具体関係

※1)70ラウジング機能:本来は本などを拾い読みすることを意味 情報を,端末から自由自在に眺めたり,視点を移すための機

するが,最近はコンピュータの中に蓄えられているデータや 能のことを意味する｡
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CPT♯ CNAME

C♯2042

C‡2041

C♯2040

C♯2039

C♯2038

C♯2037

C♯2036

C‡2035

2034

社 会 的 現 象

シャカイテキケサ ンシヨウ

ソ フ ト ウ ェ

ソフトウェアホコ小

保 護

ホコ～

知 的 所 有 権

チテキショユウケン

ソ フ ト ウ ェ

ア 保 護

ア 著 作 権

ソフトウェアチョサクケン

日 米 ハ イ テク 紛

ニチへ寸 イハイテクフンソウ

紛 争

フンソウ

NEWS♯0547

毛 筆 書 体 フ

(a)概念名称テーブル

争

CHILD

C♯2044
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C♯2042
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C‡2037
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C♯2036
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C‡2033
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C♯1783

C♯1240

C♯1119

C‡1

(b)包摂関係テーブル

REL♯ RELSHIP♯ CONCEPT-L CONCEPT-R CしASS

R♯2251

R♯2250

R‡2249

R♯2248

R♯2247

R♯2246

R♯2245

R♯2244

R♯2243

R♯2242

R‡2241

R‡2240

R♯2239

R♯2238

R‡2237

36

RS‡0010

RS‡0012

RS‡0011

RS‡0071

RS♯0071

RS♯0074

RS♯0029

RS♯0072

RS♯0072

RS♯0071

RS♯0074

RS‡0029

RS♯0074

RS♯0072

RS♯0029

RS♯0071

C♯0086

C♯0086

C♯0086

C‡2035

C♯2035

C‡2035

C‡2035

C‡2035

C♯2030

C‡2030

C♯2030

C‡2030

C♯1176

C‡1176

C♯1176

C♯202

(c)関係テーブル

C♯0322

C♯0260

C♯0081

C♯2037

C♯2041

C♯2031

C♯1078

C♯0240

C♯1133

C♯2034

C♯2031

C‡2032

C‡2028

C‡0240

RELSHIP♯ RELAT-ONSH=⊃ LR +R REL♯

RS♯0075

RS♯0074

RS♯0073

RS♯0072

RS♯0071

RS♯0070

RS♯0069

RS♯0068

RS♯0067

RS♯0066

RS♯0065

RS‡0064

RS♯0063

RS‡0062

‡0061

ADOPT-METHOD

PUBLtCAT10N-DATE

PART-WHOLE6

CARRIAGE

SUBJECT3

PHONE-NUMBER2

PHONE-NUMBERI

PARENTSHIP

PART-WHOLE一丁IME

BIRTH-PLACE

KEYNOTE-ADDRESS

GRADUAT10N

DELlVER2

DELlVER

DO

ONFERENCE

図3 知識のテーブル形式による記憶

に行える｡
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(d)一般関係名称テーブル

概念ネットワークで表される知識は,

一方,｢概念+にも一般概念(GenericConcept)と具体概念
(IndividualConcept)の区別がある｡前者は事物のクラスを表

すいわゆる総称名称であり,｢会社+や｢電子計算機+を指す｡

後者はこれらの具体例であり,｢日立製作所+や``creativeWS

2050''はその例である｡概念木の枝を作っている節が一般概念

であり,葉の部分が具体概念であるとみることができる｡

一般概念と一般関係で構成する概念木の幹の部分は,知識

体系と,事物がどんな属性を持ち得るかを表す｡例えば,｢会

社+と｢電子計算機+を結ぶ一般関係｢開発+は,会社とい

うものが電子計算機を開発し得るものであることを表す｡こ

の一般的知識体系を持つことが,知識ベースと通骨のデータ

ベースの相違点であり,知識の登叙や検索の容易化と高度化

に対して重要な役割を果たす｡

さて,概念関係モデルでは,これらの｢概念+と｢関係+

をテーブル形式で記憶･管理する｡これにより知識の登録や

修正といった更新処理を局所的な処理で実現することができ

る｡具体例を図3に示し,記憶･管理方式を説明する｡第一

のテーブルは概念名称を記憶し,一つの概念を幾つかの名称

(単語)で表すことゲできる｡例えば,同図で2042番の概念C#

2042の概念名称は｢社会的現象+である｡同時に｢シャカイ
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4種類のテーブルで記憶管理することにより,登録や修正が容易

テキゲンショウ+を記憶しておくことによ-),この概念を漢

字とともに仮名やローマ字からも検索することが可能である｡

第二のテーブルは包摂関係を記憶する｡例えば,図3で,

概念C#2044の上位概念はC#0090であることが記憶されてい

る｡第三のテーブルは関係テーブルであり,概念ネットワー

クの横糸を記憶する｡同図(c)の上から5番目のレコードは,

2247番の関係は71番の一般関係("SUBJECT3'')に属し,概念

C#2035とC#2041の間に定義されていることを表す｡第四のテ

ーブルで記憶する関係の読み方の情報を用いて,この関係R#

2247は次のように日本語で表現することができる｡

｢NEWS#0547はソフトウエア保護を主題とする+

｢ソフトウェア保護はNEWS#0547の主題である+

このように,双方の読み方を与えることは本方式の特徴である｡

3.4 概念ネットワークエディタ

概念ネットワークエディタは,概念関係モデルに基づく知

識ベースを作成,編集,検索するためのソフトウェアである｡

これまで議論してきたように,ファイリングでは断片的な情

報を逐次体系化し積み上げて,知識ベースを構築していくた

めの機能が重要である｡このためには,新しい概念や関係の

登録と定義とともに,新しい概念の出現に伴う概念木の再構



築や誤りの修正といった作業が,ユーザーにとって分かりや

すくかつ容易であることが必要である｡本節では,これらの

要求にこたえるための概念ネットワークエディタの特徴的な

機能と,推論を用いた意味的な検索について述べる｡

3.4.1知識の表示とブラウジング機能

格納されている知識の中身をいろいろの形式で表示しなが

ら,知識ベースの中を歩き回る感覚で視点を移すことが可能

である｡表示の形式には,概念木,テーブル及び概念フレー

ム10)の各形式がある｡図4は地理的な概念の世界を概念木で表

示した例である｡同図(a)は概念的な包摂関係で表される分類

木であり,同図(b)は横糸の関係の一種である部分全体関係で

表される分類木である｡このように,同一の部分世界を複数

の分類法を適用して表示する機能はファイリングで特に重要

である｡図5に電子計算機の世界をテーブル形式で表示した

例を,図6に概念フレームの例を示す｡前者は同一クラスの

概念を幾つかの属性とともに一覧するのに適しており,後者

は一つの概念のすべての属性を一覧するのに適している｡

これらの各表示形式に対応してブラウジング機能が用意し

てある｡概念木表示では,杖の番号を指示することにより,

上位及び下位の概念へ視点を移すことができる｡すなわち,

概念木をたどりながら所望のより具体的な概念に到達するこ

とができる｡

テーブル形式の場合には,スクロール機能と任意の欄に対

する条件指定による選択機能とがある｡また,概念フレーム

場所 国家

1
1

アメリカ

カナダ

デンマーク

フランス

英国

韓国

州rB‖ttany

Califor【ia

Colorado

Flo〔Jda

川inois

Ma｢yla[d

地域 ｢ アジア

‾‾‾‾て

1

ヨーロッパ

北アメリカ

天体
｢ 歪蓋

都道府県 ｢ 茨城県

高松市

国分寺市

市川市

習志野市

茨城県

京都府

香川県
埼玉県

神奈川県

静岡県

(a)概念的分類
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形式の場合には,スクロール機能とともに関係で結ばれてい

る別の概念に連想的に視点を移す機能がある｡

更に,より大局的な探索のためには,部分文字列からの概念

探索機能がある｡これには完全一致,前方･後方一致,及び中間

一致の指定が可能である｡例えば,文字列"COMPUTER”

を入力すると,｢電子計算機+と"Computer”が出てくる｡す

なわち,その文字列から同義語であるハードウェアとしての

｢電子計算機+と,意味的に異なる雑誌であるところの

"Computer”が検索される｡ユーザーはその一方を指定するこ

とにより,そこへ視点を移すことができる｡このような同義

語や異表記,あるいは同音異義語や同形異義語に関する処理

機能も概念ネットワークエディタが掩っ特徴である｡

3.4.2 知識の重態

新しい概念の登録と定義は以下のように行う｡いま,パー

ソナルコンピュータB-16を登録する場合を想定する｡まず,

｢パソコン+の世界を,例えば文字列``pASOKON”を入力して

呼び出して,その下位概念として"B-16''を登録することがで

きる｡次に,その概念の定義をコマンドで指令すると,エデ

ィタはB-16の上位概念から継承される一般関係を概念フレー

ム形式で表示する(図6)｡B-16はパソコンであり,パソコン

は電子計算機であるので,｢B-16は会社で開発された+という

関係が概念フレームの中に表示されているはずである｡ユー

ザーが,例えばこの項目を指定すると,エディタは自‾動的に

視点を｢会社+へ移す｡ここでユーザーはブラウジング機能

アメリカ Ca11fo｢∩旧rC〕Pe｢ti[0

監Co10｢ado

｢ 2喜:㌫‖e
F■orida

｢ 認諾i認…岩
仙no■S‾

｢ 3P監
Ma｢yland

Massachusetts

NewJe｢sey

1

｢

Silve｢Sp｢ing

Camb｢idge

Chelmsford

Jowe‖

Waltham

Somerv…e

Ohio‾

｢ 33ニ弐岩ご望
Pennsy■van■a

｢ 冒托i土慧一課a
South Caroli[arCha｢1esto【

Co山mbia

Kiawahlsla〔d

(b)構成的分類

図4 概念木による矢口識の表示 同一の概念集合を複数の異なる分頬体系で表示することができる｡
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Apple Lisa

Apple Macintosh

ACOS

B-16

B-16/EX

B-16/FX

B-16/MX

CompassCentral

Minicomputer

Creative WS2050

CADMUS-9000

CMU Work Stat旧n

DoIphi【

Doma山ⅠⅠ

パーソナルコンピュータ

パーソナルコンピュータ

大形計算機

パーソナルコンピュータ

B-16

B-16

B-1e;

ミニコンピュータ

ワークステーション

ワークステーション

ワークステーション

リスプマシン

ワークステーション

Apple Comp]te=[C.

Apple Compute=nc.

日本電気株式会社

日立製作所

日立製作所

日立製作所

日立製作所

G｢id Systems Corp.

日立製作所

CadmusComputer Systems

lnc.
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Center

PARC.×erox Palo Alto

Research Ce[ter
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図5 テーブル形式による知識の表示 任意の一般概念に対Lて,それが含む具体概念の一覧表示が可能である｡任意の関

係を欄として選択することができる｡

を用いて会社の下位概念である｢E】立製作所+を呼び出すこ

とにより,｢B-16は日立製作所で開発された+という具体関係

を登録できる｡このように,ユーザーは二つの概念と一つの

関係を対話的に選択することにより,容易に一つの事実を登

録することができる｡

ここで重要なことは,上記の例で｢日立製作所+が存在し

なかった場合に,｢会社+の世界の中にその場でそれを新しい

概念として登録できることである｡必要があれば,｢稔合電機

メーカー+という一般概念を登録した上で,その下位概念と

して｢日立製作所+を登録することもできる｡すなわち,概

念ネットワークエディタ自体を再帰的に用いることにより,

関係の定義の最中に新しい概念を登録したり,更にその定義

を行ったりあるいは分類体系を変更したりすることが可能に

なっている｡すなわち,断片的にかつランダムに到来する知

識を,その順番で逐次登録することが可能である｡

3.4.3 概念マッチングによる推論検索

新しい概念の登録･定義と全く同様の手順で,ユーザーは

検索条件とする抽象的概念をシステム内部に作ることができ

る｡

例えば,｢記事+の一般関係による一般概念フレームから関

No.Creative WS2050

1 ワークステーション

2 日立製作所

3 Hl一〕×

4 NEWS‡0031

5 NEWS♯04(∋8

である

で開発された

の上で動〈

の主題である

の主題である

(a)具体的な概念フレーム

No.Creat～e WS2050

1組織･機関

2 組織･機関

3 会議

4 計算機言語

5 事物

6 事物

7 オペレーティングシステム

8 人

9 年

フェース装置

(b)一般的な概念フレーム

で開発された

によって生産された

の主題になっている

を動かす

に似ている

に似ている

の上で動く

によって提

に

図6 概念フレーム形式による知識の表示 任意の概念に定義されている関係(属性)を,一覧表示することができる｡
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(1)断片的な記録情報

(2)質問式

(生成された検索条件文の内部表現)

(3)検索結果

生成された日本語の

条件文

検索

OSがUNIX襟2)‥･･

日本の会社で開発･･…

計算機に関する記事

(C♯1117((RS♯0071

(C♯0226 +訂

対話による質問式の生成

((RS♯0039+R)C♯0445)

((RS♯0023LR)

(C♯0050((RS♯0024+R)C♯0212))))))

◇ 推論処理

373個の〔文書〕に対応する項目があります

検索

結果

下記の概念の〔文書〕を捜します

1.日本にある会社で開発されたUNIXの上で動く電子計算機

を主題とする文書は‥

564回の概念マッチングを行いました

1個の〔文書〕が質問フレームと対応がとれました

1.東京都にある日立製作所で開発されたH卜UXの上で動く

Creatj〉eWS2050を主題とするNEWS♯0468

詳細表示をしますか(Y/N)Y

No.NEWS♯0468

1新聞記事 である

2 日立製作所 によって発表された
3 CreativeWS2050 を主題とする
4 PersonalWorkstalion2020 を主題とする
5 日木工業新聞 に掲載されている
6 850925 に発行された

図7 推論を用いた意味的な検索 断片的な情報をもとに対話的に検索条件を生成し,後向き推論を用いた意

味的な検索が可能である｡

係｢主題+を選択して,次に｢電子計算機+の世界を呼び出

す｡ここで,その一般概念フレームを表示して,関係｢開発+

を選択した上で｢会社+の世界へいく｡これを繰り返すこと

によって,抽象的概念:｢UNIX※2)の上で動く日本にある会

社で開発された電子計算機を主題とする記事+を生成するこ

とができる｡

検索は概念｢記事+の世界に含まれる具体概念を対象に行

われ,各々の具体概念が検索条件としての抽象的概念に意味

的に包含されるか否かを判断することによl)行われる｡例え

ば,主題は電子計算機であるか,それは会社が開発したか,

それは日本にあるか,といった条件が満たされるか否かを,

包摂関係と部分全体関係を介した属性継承による後向き推論

により検定する｡この過程を概念マッチングと呼ぶ｡実際の

検索例を図7に示す｡また,図2の概念ネットワークはこの

検索に必要な知識を表している｡

巴 知的ファイリングモデルシステム

今回開発した知的ファイリングモデルシステムは,知識ベ

ースを用いて文書や知識の登録･検索を実行する大形計算機
上の知的ファイル管理プログラムKBFSと,文書画像の蓄積･

表示を行う画像ファイル,更にこれらを連結するためのパー

ソナルコンピュータから成る｡現状システムはHITAC Mシ

※2)UNIXは,米国ATTベル研究所が開発したオペレーティン

グシステムの登録商標である｡

リーズホストコンピュータ,画像ファイルHitfile60,及びパ

ーソナルコンピュータB-16/MXを用いている｡ユーザーは大
形計算機の端末として動作する同パーソナルコンピュータか

ら文書の登録や検索を指令し,パーソナルコンピュータは検

索結果である文書番号を大形計算機から受け取り,画像ファ

イルのディスプレイ上に文書本体のイメージを表示させる｡

文書のページ数が多い場合は,図8に示すようにページ画像

を立体的に表示して,実際の紙の文書のページをめくる感覚

で,毎秒3ページの速度でページめくF)することが可能であ

る｡このような表示方法によって,ユーザーは位置感覚とめ

くり動作の方向感覚を保持することができる｡また,見てい

るページにしおりを付けておき,後に容易に戻るための機能

もある｡

知的ファイル管理プログラムKBFSは約1万行のLISP言語

で善かれており,概念関係モデルに基づいて知識ベースを作

成したり編集したりするための概念ネットワークエディタが

その中核を成す｡また,マンマシン性向上のための先の高速

ページめくり機能などは,パーソナルコンピュータ上に約8

kステップの画像表示制御プログラムを開発することにより実

現した｡

本システムを用いて約300件の技術関係の記事を含む文書

を,そこに現れる新しい概念とともに逐次的に登録した｡そ

の結果,概念ネットワークは0から出発して約2,000個の概念

と約4,300の関係とを持つネットワークに成長した｡これらの

概念のうち,400個が物のクラスを表す一般概念であった｡こ
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図8 高速ページめくりのための文書表示方式 多数のべ一ジ画像を立体的に表示L,かつベラベラという感覚でページを前後にめ〈ること

が可能である｡

のことから,従来の均一なデータベースとは異なり,異種混

在のデータベース(HeterogeneousDatabase)となっているこ

とが分かる｡具体的には,これらの記事から48の都市を含む

83の地名,127の会社を含む231の機関･組織,74種の電子計

算機を含む170種のハードウェアあるいは35の科学技術項目な

どが抽出された｡また,関係の種類は75種になった｡

これら実際の情報を登録する実験から,概念ネットワーク

エディタが断片的な情報を逐次体系化して,積み上げて知識

ベースとするための手段として有効であることを確認した｡

切 結 言

オフィスでの情報の重要性はますます増大する｡光ディス

クなどの小形かつ大容量の記憶装置技術を十分に生かして,

我々人間にとって使いやすいものにしていくためには,情報

を蓄えることの本質的な意味を考察し,システムとしてどの

ような機能が重要であるかを改めて探r)出すことが求められ

る｡また,人間の記憶の特性に合致した方式とすることも極

めて重要である｡

本論文では,これらにこたえる一つの方式として,概念ネ

ットワークで構成する知識ベースを,画像ファイリングシス

テムに導入する知的ファイリングの考えを提案した｡断片的

な情報から知識ベースを構築するための概念ネットワークエ

ディタと,それを用いて実際の文書を登録する実験について

述べた｡

今後は試験的利用を行いながら,課題の摘出と使いやすさ

の追求を継続して進めていく｡

最後に,本システムの開発に当たり東京大学計数工学科和

田研究室で開発されたUTILISPを利用させていただいたこと

を記し,感謝の意を表す次第である｡
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